『創大教育研究』投稿規定（２０２１年６月２２日改訂）
本規程は，学会誌『創大教育研究』の刊行規程に基づき，会員の投稿論文に際して，必ず守るべき事項をまとめたものである。
１．研究論文等の掲載については，次の通りとする。
①教員会員については，原則として特集論文および編集委員会の依頼した研究論文等とする。ただし，一般の個人会員としての本学教職員会員の投稿論文は，この限りではない。
②賛助会員および卒業生・大学院生の会員については，投稿による研究論文等とする。ただし，予算の範囲内で掲載することとし，予算を超える場合は，執筆者と編集委員会が協議し，事前に調整をはかるものとする。
③学部学生の会員については，教員会員と共同で執筆した研究論文等とする。
④非会員については，特集論文など編集委員会が依頼した研究論文等とする。
２．投稿論文は，創価大学の建学の理念に基づく教育学および教育実践を対象とし、かつ実践的，または学術研究の推進において有効性のある原著であり，他の刊行物に未発表，未投稿の論文とする。
３．研究論文の「原稿」は，横書き４２字×４２行の１頁分を原則とし，図表・注・引用文献等を含め，原則としてA４判８頁以上２０頁を超えない完成原稿とする。ただし，編集委員会において特に枚数を指定するものはこの限りではない。研究ノートについては別に定める。
４．投稿論文は，別に定める「原稿執筆要項」に従って執筆する。投稿に際しては，原稿と別紙（投稿票・同意書）を、Microsoft WordとPDFのデータで、下記の本学会編集委員会受付メールに送る。①論文（原稿提出はデータで行い、図表・画像については本文に挿入するとともに元データ（JPEG、Excel など）も提出），②投稿票（必要な事項を記入し，チェック項目をクリア）③「著作権に関わる同意書」（署名及び押印）
５．投稿論文は，編集委員会として査読を含む審査を行ない，本誌への掲載の可否を決定する。
６．投稿論文の審査が終了し，掲載が決定した時は「採択通知」，返却された時は「却下通知」，修正再審査の時は「修正通知」を投稿者宛てに送付する。なお，修正再審査の場合，通知日から１ヶ月以内に修正論文が学会事務局に到着しない場合，投稿者は投稿を断念したものと見なす。ただし，特別に認められる場合はこの限りではない。
７．オリジナルの図表・写真等については，そのまま印刷できるものとする。もし，その図表等の作成が不可能な場合は，費用自己負担で印刷業者に任せる旨明記すること。
８．掲載が決定した原稿については，掲載予定を通知し，後日，初校を著者に送付する。著者校正は１回限りとする。なお，本誌に掲載された論文等のデータは返却しない。
９．投稿論文等の審査結果に異議のある場合は，編集委員会にその旨文書をもって申し出ることができる。
１０．投稿論文等は，投稿を断念または掲載を却下された場合を除いて，他学会への投稿はできない。
１１．掲載された論文等の著作権は，本学会に属する。
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『創大教育研究』研究ノート投稿規定（２０２１年６月２２日改定）
１．投稿者は，本会会員（正会員，賛助会員，名誉会員）であること。ただし，共同執筆の場合の筆頭者以外についてはこの限りではない。また，新入会員については，入会と同時に投稿できるものとする。
２．研究ノートの原稿執筆は，『創大教育研究』の投稿規定に準ずる。が，要約は和文のみとする。
３．投稿原稿の枚数は，A４判刷り上がり１０ページ以内（図表・注・引用文献等も含む）とする。
４．投稿を断念または掲載を却下された場合を除いて，著作権は創価大学教育学会に移行し，他の学会に投稿するこ
とはできない。投稿された論文は，採用・不採用に関わらず返却しない。
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『創大教育研究』原稿執筆要項（２０１２年１月１０日改定）
本学会誌『創大教育研究』へ投稿を希望する者は，以下の執筆要項に従い投稿すること。
１ 原稿の書き方
A４判縦置き横書きとし，一段組みで記述する。上下左右の余白を２５mm とする。
_ 論文題目
論文題目（主題）を太明朝体（１４ポイント）で記述する。副題のある場合は次の行に太明朝体（１２ポイント）で記述する。
_ 著者名・所属機関部局名
論文題目から１行空けて所属機関名（１１ポイント）と著者名（１１ポイント）を太明朝体で記述する。著者が複数の場合は，横に並べて記述する。
_ 和文要約・キーワード
著者名の下に，日本語（５００字以内）の要約（明朝体・１０．５ポイント）をつける。その下に，太ゴシック体でキーワードと記して，日本語３～６語（明朝体・１０．５ポイント）を表示する。
_ 英文要約・キーワード
本文の最後に，英文要約（１０．５ポイント）をつける。書体は，Century が望ましい。論文題目（１４ポイント）から１行空けて著者名（１１ポイント）と所属機関名（１１ポイント）を２行分とり記述する。著者が複数の場合は，欧文のカンマで区切る。著者名は名，姓の順とし，名の先頭１文字と姓は大文字で記述する。英文要約の下に英文でのキーワードを３～６語を表示する。英文は，ネイティブスピーカーの校閲を受けているものとする。
_ 本文
日本語キーワードの下を１行空け，本文原稿をはじめる。
① 原稿の形式
４２字×４２行の１段組みとする。文字は，明朝体（１０．５ポイント）とする。
② 原稿の区切りと見出し
原稿は，章，節，項などに区切り，章の見出し番号はⅠ…とし，節の見出し番号は１…とし，行の左に書く。また章の前は１行空ける。項の見出しは（１）（２）（３）…とし，見出しとともに左端に１コマ空けて書く。章，節の見出しは太ゴシック体が望ましい。
③ こまどり・活字
本文は，書き出し及び改行後の書き出し部分を１コマ空ける。また，見出し番号の次も１コマ空ける。そのほかはすべて左端から書きはじめる。句点はカンマ〔，〕とし，読点は句点〔。〕とし，１文字分を占める。活字は，明朝体を標準とし，ゴシック体の指定のあるところはゴシック体を用いる。ただし，図表中においてはこの限りではない。
④ 文字および用語
文は，“…である”調とし，学術用語以外は常用漢字ならびに現代かなづかいを用いる。数字は，原則として算用数字を使用する。数字は基本的に半角文字を用いる。アルファベットは基本的に半角文字を用いるが，略号等については全角文字を用いてもよい。学術用語は，文科省，JIS 規格または関連学会の定めたものに準拠し，度量衡の単位は国際単位を用いること。固有名詞以外の外国語はできるだけ訳語を用い，必要な場合には，初出のところに原綴りを（ ）に入れてつける。カタカナ語の使用については，カタカナ語辞典に採録されているものにとどめ，むやみにカタカナ表記しない。カタカナは全角文字を用いる。ローマ字はヘボン式を用いる。
⑤ 注
本文中に注をつける場合は，記号を右肩に１…などのようにつけ，末尾に太ゴシック体で注と記し，まとめて記載する。引用文献がある場合には，注を先に，引用文献を後に記載する。
⑥ 引用文献
引用文献は，引用文献および引用箇所の末尾上（右肩）に通し番号（１）…（掲出順）で示し，太ゴシック体で引用文献と記し，まとめて記載する。参考文献など記す場合は，その後に記載する。
引用文献の記載において，論文，単行本，編著本における分担執筆については，それぞれ項目別に記述する。論文の場合は，著者：論文題目，誌名，巻（号），発行西暦年，始頁―終頁．単行本の場合は，著者：書名，発行所名，発行西暦年，頁．なお，複数著者の場合は姓のみをカンマで区切って並べる。欧文雑誌名は，ULRICH等で慣用的な省略名が確定している場合にはそれを使用する。引用文献の記載の順序は，和文献と洋文献を区別して次のように並べる。
a ．著者（共著の場合は先頭の著者）の姓の欧文表記に基づいて，アルファベット順に配列する。
b ．同一著者による論文が二つ以上ある場合は，単著論文の発表年代順とし，著者の欧文表記に基づくアルファベット順に配列する。
⑦ 付録
本文中に挿入するには分量が多く，かつ論文の理解のために必要な調査アンケート等は，付録として再末尾に記載してもよい。ただし，本文との釣り合いを考えて付録が多くならないように配慮する。１，２頁を目安とする。⑧ 図，表の書き方図，表，写真は，そのまま印刷にかけるので明瞭に描き，オリジナルは原稿に貼り込まずに用紙を別にする。図，表，写真の番号はそれぞれ，図１，図２，…，表１，表２，…，写真１，写真２，…とし，ゴシック体によるタイトルを付ける。タイトルの位置は，表は上，図・写真は下につける。
２ 原稿投稿上の注意
完成した論文を『創大教育研究』に投稿する際には，投稿規定を遵守し，「原稿」の締め切り期限を厳守すること。論文には通しでページ番号を付ける。原稿は，テキストファイル形式で読めるものを提出する。
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